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　7 月よりクラブ公式訪問が始まり、佐渡 RC・佐渡南 RC、中条 RC・中条胎内 RC、新潟東 RC・
新潟北 RC・新潟中央 RC、新潟南 RC、新発田城南 RC の皆様を訪問させていただきました。（8 月
21 日現在）
　まだまだ訪問は続きますが、どのクラブも温かく迎えてくださり、溢れるホスピタリティに触れる
たびに、ありがたい気持ちでいっぱいになります。
　今回、私の都合（思い）でグループでの公式訪問をお願いしました。
　私は現在も仕事の最前線に立ち、作業服を着て現場に出ることもあります。随行する地区幹事やス
タッフもほぼ現役バリバリであり、仕事への影響を最小限にしながら、しっかりコミュニケーション
を取れる方法としてグループ訪問を選択いたしました。
　この取り組みが、私の後に続く多様なガバナー誕生の可能性を広げる一助となればと願っています。
　どうか趣旨をご理解いただき、寛大なお心で受け止めていただければ幸いです。

　写真は新潟東 RC 田淵展子会長、新潟中央 RC 菊池淳哉会長と息子さん。

2026-27 年度ガバナー
富山　洋（雪国魚沼 RC）

恩送り（おんくり）



2

ガバナー月信　9 / 2026

　2026 年 7 月 30 日、熊本地震が発災しました。8 月 13 日から千葉豪雨と災害が続いています。
　2560 地区は、2004 年の中越地震、2007 年の中越沖地震、そして 2024 年の能登半島地震と、こ
れまで幾度も大きな被害を受けてきました。
　その度に、全国のロータリークラブ、そして世界のロータリークラブから温かい支援をいただきま
した。
　熊本は 10 年前にも大きな地震に見舞われており、精神的なダメージも大きいと察します。
　私の住む南魚沼市六日町も 2004 年の中越地震で甚大な被害を受けました。あの日の記憶は、今も
鮮明に残っています。
　地震発生時、私は飲食店の店舗建設現場で外看板の打合せをしていました。
　突然、立っていられないほどの激しい揺れが襲い、建物もアーケードも波打つように揺れました。
　停電した暗い現場で、長岡から来ていた左官屋さんは「しばらく来られないだろうし、途中だから
仕上げてから帰る」と作業を続けていました。
　私はブレーカーを落とし安全を確保してから、他のお客様のところを回りました。
　「来てくれたのはお前だけだ、ありがとう」と涙を流す方もいらっしゃいました。
　こちらこそ「いつもありがとうございます」です。
　その後、生鮮を扱うお客様のために発電機をかき集め、冷蔵庫と照明だけでも活かしながら三日間
の徹夜が続きました。
　停電が復旧してからも、国・県・市からの依頼で復旧作業が続き、私たち電気工事業の使命である
ライフラインを守るべく奔走しました。
　多くの方から「ありがとう」をいただき、仕事の意味とは何かを深く考えさせられた時間でもあり
ました。
　当時いただいた物心両面の支援は、くださった方に直接返すことはなかなかできません。
　しかし、あの時の自分たちのように苦しんでいる人へ、いただいた恩を “ 送る ” ことはできます。
　恩を返すだけでは、そこで終わってしまいます。
　恩を送れば、受け取った人がまた次の人へ送り、恩の連鎖が続いていきます。

　121 年続くロータリーも、先輩方が送り続けてきた恩の連鎖があるからこそ、今日まで続いてい
るのではないでしょうか。
　クラブがなくなるということは、その恩送りの絆が途切れてしまうことなのかもしれません。
　私たちが今できることは、いただいた恩を次へ送り続けること。
　それこそがロータリーの精神であり、未来へつながる力だと思っています。
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　今年度新津中央ロータリークラブが会員全員で取り組む社会奉仕活動は国道 403 号線新津フラ
ワーロードの継続活動と、郷土の画家井田英夫氏遺作展開催の 2 つです。
　国道 403 号線フラワーロードとは今は亡き新津中央ロータリーメンバーの遠山悦男君（実は私の
父です）が国道 403 号線沿いに春の菜の花、夏のひまわり、秋のコスモスを約 5km にわたり咲かせ
ていたものですが、いつしかそれは新津の名物ロードとなり、父亡き後もフラワーロードを無くすわ
けにいかないと地元官民が一体となり実行委員会が立ち上げられ今もその活動が続いています。我が
新津中央ロータリークラブももちろんその会の参加団体であり、各季節の花の種まき活動への参加、
そして毎年春にはクラブ単独でフラワーロード沿いのごみ拾い清掃活動を実施しています。先日も秋
のコスモスの種まきに参加してまいりました。実は国道 403 号線には現在 4 車線化の計画がありい
つまで花を咲かせることができるかはわかりませんが、フラワーロードが続く限りクラブとしても毎
年協力していく所存です。
　そしてもう一つ、今年の大きな事業として地元出身の画家の遺作展を計画し、今はそれに向けてク
ラブは動いています。
　井田英夫氏という新津出身の若い画家がいました。彼はアメリカ東海岸、新潟、福岡、広島を渡り
歩きひたすら絵を描き続けましたが、残念ながら 6 年前にガンで亡くなりました（享年 44 歳）。そ
の素朴、朴訥、光にあふれた絵の中には優しさと心に響いてくるものがあり、美術関係者、美術ファ
ンの中では広く知られた画家でしたが、地元新津での大きな作品展は過去に無く、残念ながらその名
前を知る肝心の新津の人は少なかったのです。
　こんな素晴らしい絵を一人でも多くの人に知ってもらいたい、新津にこんな画家が生まれ育った事
実を知って郷土への愛着心と誇りを持ってもらいたい、という思いでこの事業を今年 9 月 20 日から
25 日まで 6 日間、新潟市新津美術館・市民ギャラリーにて開催いたします。ロータリー財団補助金
をいただき、社会奉仕委員会と財団委員会が中心となって現在準備を進めています。会場には地元新
潟平野の美しい絵も沢山展示します。1 階入口左手の市民ギャラリーで行い、入場は無料です。
10:00 から 17:00 まで開いています（最終日 25 日は 14:00 で終了）。ぜひ多くのロータリアンの皆
様にもご来場ご鑑賞いただけますと幸いです。

新津中央ロータリークラブ
会長
遠山　博文

フラワーロード継続活動と
絵画展の開催
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　この 2 つの社会奉仕活動を大きな柱として今年も「ロータリーの仲間と人生を楽しもう」のクラ
ブスローガンのもと、新津中央ロータリークラブは仲良く力を合わせて奉仕活動に取り組んでまいり
ます。
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　去る 7 月 18 日、19 日の 2 日間、国立妙高少年自然の家を会場に 2026-27 年度国際ロータリー第
2560 地区インターアクト年次大会を開催いたしました。
　大会初日の会場と宿泊施設となっている国立妙高少年自然の家は、妙高戸隠連山国定公園内にあり、
周辺は新潟県と長野県にまたがる自然豊かな県内屈指の高原型リゾート地です。この地で開催された
インターアクト年次大会のテーマは「ネイチャー・リスクマネジメント～野生の力と向き合い「安全
なリゾート」を考えよう～」。
　新潟県が持つ、海、山、川の豊かな自然。県内外から多くの人々が訪れる「観光・リゾート」の宝
庫です。一方で、近年の気候変動や生態系の変化による野生動物の出没や予期せぬ自然災害など、リ
ゾート地の安全を揺るがす事態を身近に感じる機会が増えています。そこで本大会では、インターア
クトの皆さんに自然と人間との境界線について学び、どうすれば訪れる人も住む人も安心できる「安
全なリゾート」を実現できるのか可能性を考えていただく機会といたしました。
　分科会では、一般社団法人新潟県猟友会の早川様より「新潟県の新世代クマ近年なぜツキノワグマ
等の大型獣が身近になったのか？」と題し講演をいただき、その後、国立妙高青少年自然の家インス
トラクターより「自然のリスクを知り、自然の魅力を味わおう」と講演をいただき、「自然体験活動
での注意事項や危険回避について知る」+「自然体験活動を通して、楽しさや魅力を味わう」野外活
動へと進んでいきました。この自然体験を通して、自然は私たちに多くの恵みを与えてくれる一方で、
正しい知識と備えが必要であることも学ぶことができました。この経験は、これから地域での奉仕活
動や日常生活においても必ず活かされることでしょう。
　グループ活動では「海外・県外観光客に向けて私たちができる安心・安全な地域の PR をする為の
取組みについて考えよう。」というテーマで進められました。当日初めて会う仲間とも協力し、それ
ぞれの学校の垣根を越えて一つの発表を作り上げる姿に、インターアクトの「思いやり」と「友情」
の精神が表れていました。一人では思いつかない考えも、仲間と話し合うことで新たな気づきとなり、
2 日目の発表へとつながっていたと思います。
　各校インターアクトクラブの活動報告では、それぞれ活発で特色のある活動が報告され、今後の活
動へ良い参考となったと思います。
　結びに、大会運営にご尽力いただきました、上越高等学校インターアクトクラブの皆様を始め、顧
問の高山先生、各高校のインターアクトクラブの皆様、顧問の先生、各提唱クラブの皆様、多くのロー
タリアンの皆様に心より感謝を申し上げ報告とさせていただきます。

インターアクト委員会
委員長
大島　隆一郎（高田東 RC）

インターアクト年次大会を終えて
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　2026 年 7 月 26 日（日）ホテルオークラ新潟において、クラブ活性化委員会の大澤委員長のもと、
「クラブ活性化ワークショップ」を開催いたしました。
　当日は、第一地域ロータリー会員増強コーディネーターの田中久夫様（高崎 RC）、富山ガバナー
をはじめ長谷川ガバナーノミニー、佐藤真パストガバナー（ファシリテーター）各クラブの会長・幹
事・会員増強委員長を中心に約 150 名の皆さまからご参加いただきました。

　午前中はクラブ活性化ミーティングが行われ、各分区ガバナー補佐から分区内での会員増強につい
ての苦労や課題を発表いただきました。これに対し、田中久夫様からご自身の豊富な経験を交えた具
体的なアドバイスをいただきました。
　また、クラブ活性化委員会・石本顧問からクラブ別健康診断書についての解説をしていただき、ク
ラブ運営の現状把握と課題分析の重要性について理解を深める機会となりました。

　午後の【第一部】基調講演で、田中久夫様から「そうだったのか？！ロータリークラブ！！」のタ
イトルで、ご自身の豊富な経験や実績をざっくばらんにユーモアを交えながら、会員増強・会員維持、
そしてクラブ活性化について、講演をいただきました。
　続く【第二部】クラブ活性化ワークショップでは、テーマに沿った各クラブの活動報告とワーク
ショップファシリテーターの佐藤真パストガバナーのクロストークが行われました。
　各クラブの共通の課題として、会員減少・会員維持・会員増強など様々な課題がありますが、実は
全てのクラブに有効な魔法の特効薬はありません。しかし、活性化しているクラブには共通点があり
ます。今回は複数の活動事例をヒントに今後の活動に生かしていただければと思います。
　また、Slido によるアンケート投票により、参加者の皆様が今後取り組みたいテーマや課題意識を
共有することができました。さらに、田中久夫様の著書販売もほぼ完売となり、参加者の関心の高さ
がうかがえました。
　ちなみに、著書販売時におつりを寄付される方がおられましたので、END POLIO NOW に寄付
させていただきました。

クラブ活性化委員会
行動計画委員
齊藤　孝之（糸魚川中央 RC）

2026-27 年度
クラブ活性化ワークショップ
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　結びになりますが、本ワークショップで得られた学びや気づきが、各クラブのさらなる発展と活性
化につながることを期待しております。

〇国際ロータリー 4 つの行動計画にちなんだワークショップパートⅠ
テーマ「より大きなインパクトをもたらす、参加者の基盤を広げる」
・ポリオ根絶に向けての活動報告	 近惠子（中条胎内 RC）
・ペダルでつないだ支援の輪、280km エンドポリオへの想い	 齊藤孝之（糸魚川中央 RC）
・「One to One 例会」から始まる、つながりの輪	 村上敦子（長岡 RC）
・公共イメージ向上活動（SNS）	 星野洸太（長岡東 RAC）
〇国際ロータリー 4 つの行動計画にちなんだワークショップパートⅡ
テーマ「参加者の積極的なかかわりを促す、適応力を高める」
・三条市内 RC 合同三条マルシェポリオ募金活動報告	 佐藤公信（三条東 RC）
・ロータリーをもっと楽しむ 親睦活動グループのススメ	 上村宏（長岡東 RC）
・クラブ活性化の取り組みについて「和を以て貴しと為す」	 上松昭浩（水原 RC）
・スマホで手軽に読める週報による情報共有～新潟南 RC の取り組み事例～
	 木戸敏雄（新潟南 RC）
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　2560 地区の皆様におかれましては、日頃より地区ラーニング委員会の活動にご理解ご協力いただ
きまして誠にありがとうございます。
　さて、去る 7 月 25 日（土）に米百俵プレイス　ミライエ長岡　ミライエハウスに於いてガバナー
補佐ラーニング・パート 1 を開催させていただきました。今回のセミナーでは、森田ガバナーエレ
クトをはじめとし森田年度のガバナー補佐、地区幹事、地区財務委員、地区筆頭副幹事の皆様総勢
24 名の方々からご参加いただきました。

　今回のセミナーは、齋藤嘉顯地区ラーニング委員の司会で、森田ガバナーエレクトの挨拶、続いて
髙橋秀樹地区ラーニング委員長の挨拶があり、セミナーがスタートしました。今回は、ラーニングの
第 1 回目ですので、各ガバナー補佐の方々の自己紹介がありました。やはり皆様も第 1 回目ですの
で緊張の面持ちで、挨拶されていました。

　続いて髙橋委員長より、地区ラーニング委員会についての説明があり、さらに南雲年度より、研修
スタイルが変わり、研修は、「自学」と「ラーニング」、講義は「発言」と「ファシリテーション」の
形態に変更されたとの話があり、髙橋委員長より「担当する分区で、大きな自然災害が、発生したら

「ガバナー補佐として、どう対応しますか？」「その時どのように情報収集しますか？」との問いがあ
り、緊張感が増しました。それから「DLP に基づくガバナー補佐の任務」について、髙村裕樹地区ラー
ニング委員会副委員長からの説明があり、ガバナー補佐の役割は、ガバナー組織と 54 クラブの架け
橋になることで、IM を開催することが、必須の任務ではないとの説明がありました。その後、各ガ
バナー補佐の方々の意見発表がありました。
　続いて松本美沙子地区ラーニングサブリーダーより、「ガバナー補佐就任前の準備について」の説
明があり、準備がとても大切で余裕をもって早めに準備を進めましょうと話がありました。
　続けて髙橋地区ラーニング委員会委員長より、「3-Year Rolling Goals　及び　MyRotary の活用」
についての説明があり、MyRotary のラーニングーセンターは、学びの玉手箱で、すべてのロータリー
の知識が詰まっていると言っても過言ではないとの話がありました。そして実際の髙橋秀樹地区ラー
ニング委員長のサイトを使い講習のデモンストレーションが行われました。皆さん大変参考になった

地区ラーニング委員会
地区ラーニングチーム
委員
土田　隆一（村松 RC）

ガバナー補佐ラーニング・パート1
開催のご報告
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と思います。
　その後、全体質疑があり、地区ラーニング委員顧問の鈴木重壱パストガバナーより講評をいただき
無事にガバナー補佐ラーニング・パート 1 は、終わりました。この研修でパストガバナー補佐の方々
は、ガバナー補佐への自覚が生まれた様な研修でした。
　最後になりますが、私たち地区ラーニング委員会は、全力でよい研修会を開催していきたいと思っ
ております。これからも皆様からのご協力、ご鞭撻、御指導のほどよろしくお願いいたします。
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　皆様には日頃より青少年交換委員会の活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。去る
7 月 27 日～ 28 日に 2026-27 年度短期交換学生への研修旅行として佐渡ツアーを実施しましたので、
ご報告させていただきます。
　ロータリー青少年交換プログラムは、15 ～ 19 歳の学生が海外に滞在し、言語や文化を学びながら、
海外に友人をつくり、世界市民としての自覚を養うためのプログラムです。プログラムは、長期交換
と短期交換の 2 種類があり、長期交換では約 1 年間、短期交換では約 1 か月の期間で行われます。
長期交換は、派遣期間は長いですが交換学生同士がほぼ同時期に派遣されることになるため、学生同
士の交流はほとんどありません。それに対して短期交換は、派遣期間は短いですが、ほとんどのケー
スで派遣予定の学生が先に日本で受入学生を 1 か月自宅に受け入れ、その後そのまま受入学生と共
に派遣国へ訪問し、受入学生の自宅で 1 か月過ごすことになるため、約 2 カ月間を共に過ごすこと
になります。多感な高校生にとってこの 2 カ月間はかけがえのない経験となると共に、生涯の友を
得ることができます。
　今年度の短期交換学生は、高田東 RC がホストクラブを務める大塚梨温さんとドイツのヘニーさん
の交換、新潟西 RC がホストクラブを務める副島勇斗さんとカナダのマサトさんの交換が行われ、4
人をこの一泊二日の佐渡ツアーに迎えることができました。それぞれが佐渡ツアーの 2 日後、1 週間
後には相手先の派遣国へ出発するという時期の開催となりましたが、2 組自体は初めましてという状
況で、最初はとても緊張している様子でした。しかし、佐渡の豊かな自然と、世界遺産となった佐渡
金山などの歴史、日本酒造りなどの文化に触れ、4 人の学生皆がより良い関係を築かれたと共に、日
本への理解も深まったように感じます。特に夜の海岸で行った花火は、同行した我々委員会メンバー
も童心に返り、学生と共に楽しいひと時を過ごしました。
　寄稿している現在は 8 月初旬であり、これから 2 組それぞれは相手国へ出発します。これから 1
か月、それぞれの国において同じように歴史・文化・自然、そしてロータリアンに優しさに触れ、よ
り成長して元気に帰ってきてくれることを切に願います。
　今後も青少年交換プログラムへのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

青少年交換委員会
委員
間藤　秀一（新発田 RC）

短期交換学生
佐渡研修旅行のご報告
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　皆様には日頃より、米山記念奨学事業へご理解・ご協力をいただきまして誠にありがとうございま
す。 2026-27 年度「米山奨学制度説明会」は 8 月 7 日（金）ホテルオークラ新潟に於きまして、県
内 12 の大学・高専の担当者をはじめ、富山ガバナーよりご出席いただき開催いたしました。 　
　はじめに富山ガバナーより開催の挨拶として参加いただいた方への御礼をいただき、米山奨学事業
について大学側とロータリアン両方の立場から思うところをお話しいただきました。その中で、この
活動は、将来母国と日本の懸け橋となって国際社会で活躍する優秀な学生を奨学する事を目的として
いるので、学業に対する熱意や優秀性の意欲、コミュニケーション能力に優れている学生を推薦して
いただきたいと参加者に要望が出されました。
　次に織戸米山記念奨学委員長より、米山奨学事業がロータリー会員の寄付を財源として外国人留学
生の優れた学業の達成を支援している事。世話クラブ・カウンセラーの概要や特徴。奨学生に求めら
れる資質、等説明いただきました。
　また、奨学生を受け入れる側として、自然災害・健康危機・ハランスメント対応策等、危機管理に
ついての取り組みを説明いただきました。
　続きまして中村文彦選考委員長より米山奨学事業を理解していただくために、パワーポイントを用
いて「米山記念奨学事業について、 応募・選考について、奨学生の義務、世話クラブ・カウンセラー
制度について、学友・学友会等」の説明がありました。
　米山奨学生としてふさわしい学生を学内選考していただきたいとお話いただきました。
　米山記念奨学事業は皆様もご存じの通り、ロータリアン（世話クラブ・カウンセラー）と奨学生と
の交流を通して、異文化理解、より深く日本を知ってもらうこと、心と心のふれあいを通して、将来
日本と母国・世界を結ぶ架け橋となる人材を育てることを目的としています。 
　当委員会も、ロータリアンによって選考される学生たちとの交流を大切にしながら見守り指導して
いく所存です。皆様におかれましても、温かくご指導賜りますようお願い申し上げます。同日米山記
念奨学会より各校へ、募集要項などの資料配信が行われ、2027 年度の米山記念奨学生募集が開始さ
れました。今後とも、米山記念奨学事業へのご理解とご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

米山記念奨学委員会
委員
上田　晋三（新潟東 RC）

2027 学年度
米山奨学制度説明会報告
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（財団委員会通信）

 
 

「世界でよいことをしよう」 

財団委員会通信 
 

財団セミナーについて 
 

ロータリー財団委員会 
補助金副委員長 土田 正憲（長岡 RC） 

 
2026年 7月 18日（土）、ホテルイタリア軒において、2026-27年度「ロータリー財団セミナー」

が開催されました。当日は地区役員、各クラブのロータリー財団委員長をはじめ、多くの皆様から
ご参加いただきました。 
今回のセミナーでは、ロータリー財団の活動をより身近に感じていただき、各クラブでの活動に

つなげていただくことを目的に、グローバル補助金、グローバル補助金奨学生、ポリオプラス、地
区補助金など、ロータリー財団の主要な活動について、事例発表を交えながら理解を深めていただ
きました。 
グローバル補助金については、ロータリーの 7つの重点分野に該当し、持続可能かつ測定可能な

成果をもたらす大規模な国際的活動を支援する制度であることを説明するとともに、地区における
具体的な取組事例を紹介しました。また、グローバル補助金奨学生については、奨学期間中の支援
だけではなく、帰国後も学友としてロータリーとのつながりが続き、国際的なネットワークの中で
経験を次の世代へ還元していくという、ロータリーならではの意義についても紹介されました。 
ポリオプラスについては、世界の野生型ポリオの根絶に向けたこれまでの歩みと、現在も活動を

続ける必要性について説明がありました。野生型ポリオの常在国はアフガニスタンとパキスタンの
2か国となっています。根絶を実現するまで活動を継続することが重要です。「ポリオ根絶は皆様の
理解から」「出来ることから END POLIO 登山」と題した事例発表などを通じ、私たち一人ひとり
の理解と参加が世界的な取り組みを支えていることを改めて考える機会となりました。 
さらに、地区補助金については、奉仕プロジェクトの進め方と報告上の注意点を説明しました。

補助金を活用して事業を実施することだけで
なく、その成果を確認し、適切に報告すると
ころまでが一連の活動です。各クラブには、
補助金を地域の課題解決や奉仕活動の充実に
積極的に活用していただきたいと思います。 
今回のセミナーが、ロータリー財団への理

解を深め、それぞれのクラブで「財団をどの
ように活用し、どのような奉仕につなげてい
くか」を考えるきっかけとなれば幸いです。 
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第 2560地区　2026-27 年度 7月末　会員数報告

R　　C
例
会
数

My Rotary
アカウント
登録率

会　員　数
2026年
7月1日

7月末
会員数 うち女性 増減

第1分区（9クラブ） - 375 378 44 3
新発田 3 30.5% 94 95 2 1
村上 4 23.7% 38 38 7 0
水原 4 33.3% 33 33 2 0
中条 4 100.0% 44 44 3 0
新発田城南 4 35.9% 38 40 7 2
豊栄 2 40.0% 20 20 2 0
新発田中央 4 24.4% 45 45 6 0
中条胎内 4 54.1% 37 37 9 0
村上岩船 2 25.9% 26 26 6 0
第2分区（9クラブ） - 476 482 39 6
新潟 4 48.1% 75 79 3 4
新潟東 5 22.5% 80 80 12 0
新潟南 5 38.1% 111 113 9 2
佐渡 4 66.7% 3 3 0 0
新潟西 5 73.2% 56 56 4 0
佐渡南 4 15.9% 44 44 4 0
新潟北 3 28.6% 42 42 0 0
新潟中央 3 42.9% 28 28 1 0
新潟万代 3 54.1% 37 37 6 0
第3分区（5クラブ） - 100 99 9 -1
新津 3 56.3% 16 16 1 0
村松 4 56.5% 23 22 2 -1
白根 5 28.1% 32 32 2 0
新津中央 4 41.7% 24 24 4 0
阿賀野川ライン 3 60.0% 5 5 0 0
第4分区（11クラブ） - 331 337 33 6
三条 4 19.6% 56 56 1 0
燕 3 39.0% 39 41 3 2
加茂 4 24.0% 25 25 4 0
三条南 3 50.0% 39 40 3 1
分水 4 64.7% 34 34 6 0
見附 2 10.0% 21 21 1 0
吉田 4 5.0% 19 20 3 1
三条北 3 27.9% 41 43 4 2
巻 3 9.5% 21 21 2 0
田上あじさい 不明 16.7% 5 5 2 0
三条東 4 29.0% 31 31 4 0

R　　C
例
会
数

My Rotary
アカウント
登録率

会　員　数
2026年
7月1日

7月末
会員数 うち女性 増減

第5分区（7クラブ） - 284 286 27 2
長岡 3 60.4% 46 48 4 2
柏崎 4 55.3% 46 47 0 1
長岡東 3 29.3% 57 57 6 0
柏崎東 3 22.5% 40 40 4 0
栃尾 4 52.9% 17 17 1 0
長岡西 3 25.6% 43 43 3 0
柏崎中央 3 28.6% 35 34 9 -1
第6分区（6クラブ） - 121 122 14 1
十日町 3 26.3% 37 38 8 1
小千谷 3 46.7% 30 30 3 0
雪国魚沼 3 100.0% 27 27 2 0
十日町北 2 0.0% 9 9 1 0
津南 3 40.0% 10 10 0 0
越後魚沼 3 50.0% 8 8 0 0
第7分区（7クラブ） - 317 320 25 3
高田 4 42.4% 64 67 3 3
直江津 2 29.5% 78 78 8 0
新井妙高 3 52.6% 38 38 1 0
糸魚川 5 90.2% 41 41 3 0
高田東 4 69.7% 33 33 2 0
糸魚川中央 3 55.6% 36 36 4 0
越後春日山 4 85.2% 27 27 4 0

クラブ数 54 クラブ
7月1日会員数 2,004 人
7月末会員数 2,024 人
女性会員数 191 人
純増減会員数 20 人
My Rotaryアカウント登録率 41.8 ％

※ 6 月末会員数の訂正
村上 RC　38 人（うち女性 8 人）⇒ 38 人（うち女性 7 人）
糸魚川中央 RC　36 人（うち女性 4 人）⇒ 35 人（うち女性 4 人）

第 2560 地区 1,984 人（うち女性 188 人）⇒
� 1,983 人（うち女性 187 人）
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地区主要行事予定
� 2026年8月21日現在 

年　　月　　日 行　　事 会　　場

2026年
（R8）

富山年度

9月

基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友月間
1 （火） ①水原RC、豊栄RC　公式訪問 割烹　町北幸
5 （土） 新発田RC創立70周年記念式典 ホテル清風苑
5 （土） 富山年度　第2分区IM　（赤塚G補佐・新潟万代） 新潟グランドホテル
6 （日） 国際奉仕フォーラム 長岡グランドホテル
6 （日） 第7回 全国RYLA委員長会議 AP八重洲 W＋ZOOM
7 （月） ⑦高田RC、新井妙高RC、高田東RC　公式訪問 デュオ・セレッソ

7～8 （月～火） 2026-27年度第1回ガバナーエレクト・ラーニングセミナー（GELS＃1） 神戸ポートピアホテル（予定）
8 （火） ④分水RC　公式訪問 新潟大栄信用組合　本店
9 （水） 2027-28年度の地区ラーニングファシリテーターのためのセミナー 神戸ポートピアホテル（予定）
9 （水） 富山年度　地区大会記念親睦ゴルフ大会（第1～5、7分区） 十日町カントリークラブ
10 （木） 富山年度　地区大会記念親睦ゴルフ大会（第6分区） 十日町カントリークラブ
12 （土） 富山年度　第4分区IM　（長澤G補佐・加茂） 加茂七谷温泉　美人の湯
12 （土） 富山年度　第5分区IM　（中村G補佐・長岡西） 長岡ベルナール
12 （土） アクトの日 未定
14 （月） ②新潟西RC、新潟万代RC　公式訪問 ホテル日航新潟
17 （木） ⑦糸魚川RC、糸魚川中央RC　公式訪問 ヒスイ王国館
26 （土） 米山カウンセラー研修会 ホテルオークラ新潟
26 （土） 奉仕プログラム委員長セミナー ホテルオークラ新潟
26 （土） 森田年度ガバナー補佐ラーニングpart2 長岡市
28 （月） ⑤柏崎RC、柏崎東RC、柏崎中央RC　公式訪問 シャンカーラ

10月

地域社会の経済発展月間・米山月間
3 （土） 新発田城南RC創立60周年記念式典 ホテル華鳳
3 （土） 富山年度　第7分区IM　（小川G補佐・高田東） デュオ・セレッソ
4 （日） 第15回 危機管理委員長会議 AP八重洲 P＋ZOOM
5 （月） ①新発田RC　公式訪問 割烹　志まや
7 （水） ①新発田中央RC　公式訪問 割烹　志まや
8 （木） ④三条RC、加茂RC、三条南RC、田上あじさいRC　公式訪問 未定

10 （土） 富山年度　第3分区IM　（小山G補佐・白根）・公式訪問（第3分区全ク
ラブ） サルナート吉運堂

13 （火） ④見附RC、三条北RC、三条東RC　公式訪問 未定
15 （木） ④巻RC　公式訪問 ほたるの里交流館
16 （金） ④吉田RC　公式訪問 未定
17 （土） 富山年度　第1分区IM　（鹿嶋G補佐・中条胎内） 中条グランドホテル
20 （火） ⑦直江津RC、越後春日山RC　公式訪問 ホテルセンチュリーイカヤ
22 （木） ①村上RC、村上岩船RC　公式訪問 大観荘せなみの湯
24 （土） ロータリー財団・米山合同メジャードナー感謝の集い ホテルイタリア軒
27 （火） ②新潟RC　公式訪問 ホテルイタリア軒
29 （木） ④燕RC　公式訪問 燕三条ワシントンホテル

31 （土） 富山年度　第6分区IM　（藤澤G補佐・小千谷）・公式訪問（第6分区全
クラブ）

スポーツコミュニティプレイス
「ソコラテ」
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【新入会員】� （敬称略）
RC 氏名 入会日 会社名 役職 職業分類

新発田中央 伊藤　真理亜 2026.07.01 明治安田生命保険相互会社 支部マネージャー 生命保険業
新発田中央 井澤　翔太 2026.07.01 井澤商店 代表 土木工事業
新発田中央 加藤　康弘 2026.07.01 新発田商工会議所 専務理事 商工会議所
新発田中央 間藤　英士郎 2026.07.01 M'works 代表 建築板金業
新発田中央 富樫　淳 2026.07.01 ㈲花プラン 代表取締役 花生産販売業
十日町北 下鳥　勝浩 2026.07.01 東北電力ネットワーク㈱十日町電力センター 所長 電力供給
直江津 荻野　修子 2026.07.01 ㈱ホテルセンチュリーイカヤ 代表取締役社長 ホテル・旅館
直江津 竹内　仁 2026.07.01 一般財団法人 上越市環境衛生公社 理事長 産業廃棄物処理業
直江津 堀　充利 2026.07.01 ㈱JERA 上越火力発電所 所長 電気業
直江津 佐藤　正明 2026.07.01 上越信用金庫 本店長 信用金庫
糸魚川 小嶋　毅 2026.07.01 糸魚川バス㈱ 取締役所長 道路旅客運送業
糸魚川 川村　禎男 2026.07.01 デンカ㈱ 常務執行役員 有機無機化学製品製造
糸魚川中央 木島　嵩善 2026.07.01 ㈱協永産業 代表取締役 生コンクリート製造業
三条南 西巻　一彦 2026.07.06 西巻印刷㈱ 代表取締役 印刷
三条北 田村　浩章 2026.07.07 三条化工㈱ 代表取締役 塗装加工

塗装治具　製造・販売
三条北 樋口　仁之助 2026.07.07 ㈱オーシャンシステム 外食企画部長 日配給食・食品小売
新潟南 山田　勝裕 2026.07.08 ㈱本間組 建築事業本部 建築

営業部長
総合建設業

十日町 児玉　則夫 2026.07.09 ㈱宮内測量設計事務所 代表取締役 測量士
新潟 新井　岳史 2026.07.14 ㈱イタリア軒 代表取締役社長 ホテル
新潟 飯島　道彦 2026.07.14 NHK新潟放送局 局長 全国放送
新潟 倉田　亮 2026.07.14 ㈱第四北越銀行 常務執行役員 商業銀行
新潟 峰尾　昌明 2026.07.14 野村證券㈱ 新潟支店長 証券業
新潟南 廣井　伸行 2026.07.15 新潟醤油㈱ 取締役 醤油製造
柏崎 大橋　聡靖 2026.07.15 柏崎運送㈱ 専務取締役 貨物自動車輸送
新発田城南 阿部　正俊 2026.07.16 ㈱小出建設 代表取締役 土木工事業
新発田城南 長谷川　真由美 2026.07.23 カラオケパブ　ケイコ 代表 音楽教育
新発田 二宮　涼 2026.07.27 向陽ホーム㈱ 代表取締役 不動産業
燕 小林　大輔 2026.07.27 ウエスト観光バス㈱ 代表取締役 旅客運送
分水 大宅　徹 2026.07.28 新潟大栄信用組合 理事長 金融・信用組合
燕 深海　隆義 2026.07.29 ㈲フカウミ 代表取締役 金属製品製造
高田 伊藤　貴行 2026.07.31 ㈱伊藤テストセンター 代表取締役 教育事業
新潟 𠮷村　研太郎 2026.08.04 日本銀行 新潟支店長 中央銀行



（ハイライトよねやま）

 
第 2750 地区米山学友会が創立 10 周年！

7 月 26 日、国

際ロータリー第

2750 地区米山学

友会の創立 10 周

年記念式典が開

催され、当財団か

らは井原實副理

事長、大久保章宏

常務理事、学友委

員会委員が出席したほか、創立当初から見守っ

てきた当財団の三浦眞一理事も参加し、10 周年

の節目をともに祝いました。 

式典は三部構成で行われ、第一部の総会では

活動報告とともに新旧役員の紹介があり、銭
セン

海
カイ

英
エイ

会長（2018-21／東京南ＲＣ）の退任と、新会

長・万
マン

東晟
トウセイ

さん（2021-23／小田原北ＲＣ）の就

任が発表されました。 

第二部の記念式典では武藤英正ガバナーの挨

拶や、国内外の米山学友からのメッセージ動画

が上映されたほ

か、学友 3人がク

ラリネットや母

国の伝統楽器の

演奏を披露し、会

場は美しい音色

に包まれました。 

第三部の記念

懇親会では、海外

や他地区から参加した学友の自己紹介が行われ

たほか、今年 12 月に台湾・礁渓
ジャオシー

で開催される

第 4 回米山学友による世界大会のＰＲ、2028 年

に第 2610 地区で開催予定の同大会ＰＲが行わ

れました。 

2016 年の設立総会時には学友・奨学生 24 人

を含む 44 人が出席。あれから 10 年、今回の記

念式典では 200 人を超える学友・奨学生、ロー

タリー会員が参加し、成長の足跡を感慨深く見

つめるロータリー会員の姿が多く見られました。

2027 学年度奨学生の募集を開始
来年 4月採用の新規奨学生募集が始まりまし

た。各地区の米山記念奨学委員会が選定し、当

財団選考・学務委員会と常務理事会の承認を経

て決定した指定校は、全国で608キャンパス（前

年度 610 キャンパス）となりました。指定校か

らの被推薦者数は 1,984 人（同 2,026 人）で、

この中から新規奨学生約 630 人が選ばれます。

今回、17 校（同 9 校）が初指定校となりました。

また、5 地区（同 5 地区）が例会に通える範囲

の地区外の 23 校（同 26 校）の大学を指定しま

した。さらに、大学・大学院以外を対象とする

地区奨励奨学金は、14 地区（同 15 地区）35 校

（同 40 校）となっています。当財団からは 8月

10 日、全指定校宛てに指定校通知をメールで送

りました。各地区米山奨学委員会では毎年、学

校説明会や学校担当者との懇談を行うなど、事

業の目的に適う多様な人材を採用するため、さ

まざまな取り組みを行っています。指定校から

の応募締切は例年通り、10月15日となります。 

※指定校一覧、募集要項・申込書式は、当財団

ホームページにて公開しています
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寄付金速報 — 2026-27 年度の始まりは —
2026-27 年度の最初

の月となる7月末まで

の寄付金は、約2億507

万円でした。前年同期

と比べて約 0.6％増

（普通寄付金：0.9％

増、特別寄付金：0.07％増）、約 130 万円の増加

となりました。今年度は昨年度をわずかに上回

る実績となり、例年並みの滑り出しとなってい

ます。ご支援くださいました皆さまに厚く御礼

申し上げます。今年度も引き続きご支援を賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。

当財団への寄付により 4 人が紺綬褒章受章
第 2610 地区富山みらいＲＣの平木留里子氏

（1 月 24 日付）、第 2770 地区久喜ＲＣの倉持政

宏氏（4 月 22 日付）、第 2580 地区東京王子ＲＣ

の若宮正英氏（5 月 23 日付）、第 2710 地区徳山

ＲＣの石川良興氏（6月 27 日付）が、紺綬褒章

を受章されました。 

紺綬褒章は、公益のために私財を寄付し、そ

の功績が顕著な個人または団体に対して天皇陛

下より授与される褒章で、当財団は 2018 年 9 月

に紺綬褒章の公益団体認定を受けています。受

章された皆さまに、心よりお祝い申し上げます。 

地域社会と共に歩むネパール人奨学生と学友の挑戦
沖縄に在住の現役奨学生のサハ ラフル クマ

ルさん（2026-27／コザＲＣ）は、2021 年に「ネ

パール献血者協会、日本」を設立し、在日外国

人へ献血の大切さを呼びかけ、啓発イベントの

開催に取り組んでいます。きっかけは、コロナ

禍での献血不足を知り献血ルームを訪れた際、

自身が初のネパール人ドナーであることを知っ

たことでした。「外国人でも献血できることが知

られていない」、「言語への不安や手続きが分か

らない」といった課題を感じたサハさんは、献

血を希望する外国人のサポートを開始しました。

今後は献血の重要性をさらに伝え、日本で定期

的に献血に協力する人数の増加に貢献すること

を目指しています。 

また、教育現場で国際交流の輪を広げている

米山学友もいます。母校である青森大学に就職

したワイバ ゴビンダさん（2019-21／青森モー

ニングＲＣ）は、多くの留学生が在籍する青森

大学東京キャンパス事務局にて、国際交流セン

ター副センター長を務めています。自身の留学

経験を活かして留学生への支援や各種企画の調

整を担当するほか、都内の高等学校との交流授

業を企画・実施など、地域や教育現場と連携し

た実践的な国際交流に取り組んでいます。 

それぞれの場所で熱意を持って活動を続ける

2 人の、これからの更なる歩みと活躍が期待さ

れます。 
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前年同期比 

普 ＋0.9%  特 +0.07% 

+0.6％ 

ゴビンダさん（左）とラフルさん 


